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今
、
私
た
ち
の
周
り
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
る
老
若
男
女

約
150
名
が
障
害
児
や
お
年
寄
り
の
手
助
け
、
地
域
活
動
へ
の

参
加
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

木曜日に、各小学校区の公民館へお邪魔して小学生、保育所園
児、幼児のみなさんに「絵本や紙芝居の読みきかせ」をしていま
す。子供達に、おはなしや読書の楽しさを伝えて「夢育て」のお
手伝いになればと思っています。予定は広報玉城をご覧ください。

（飯田　啓子）

玉城おはなしキャラバン

ボランティア玉城
高齢社会に向けて、ケアハイ
ツ玉城を中心に、入浴介護や子
育てサークル、道端にコスモス
を咲かせたりして福祉活動を行
っています。お互いに助けあっ
て明るい地域作りのため、少し
でもみんなのお役にたてたら
と、がんばっています。若い人
達の参加をお待ちしています。

（大橋　正子）

玉城たんぽぽ

毎月１回、１時間半位の短時間に約50分の朗読テープ
を作成するのですが、あっと言う間に時間が過ぎてしま
います。３年前、視覚障害者の要望で始めたのですが、
少しでも聞き易いテープを提供できたらと、みんなでが
んばっています。 （上原　正輝）
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虹の会

虹の会（会員数57名）は給食サービスを主体に色々
な活動を続けています。町内美化運動もその一環で、
平成８年から町内の幹線道路を主に、空き缶やごみ
拾いを月２回行い「続けることが、力なり」を合言
葉に活動しています。相変わらず自動車からの空き
缶のポイ捨てが多く、公徳心の無さを嘆きつつ汗を
流しています。缶は分別して有効活用に役立てるよ
う、今後も続けていくつもりです。（井上　傳吉）

虹の会
虹の会の一員として手作
り弁当の配達などボランテ
ィア活動に参加し３月で１
年になります。色々な方と
出会い、一人暮らしの方々
を通じて、少しでもお世話
をさせて頂きました事を、
誇りと自負しています。私
もいつまで活動が続くかわ
かりませんが、体の動く限
りがんばりたく思っており
ます。 （小倉　幹夫）

和敬会

和敬会は月１回、デイサービス利用の方々に抹
茶をさし上げております。「初めて頂くわ」「廻し
て頂くのやな」等、懐かしげに味わって下さる方。
楽しんで少しずつ残される方、様々ですが、一碗
が少しでも活力になり楽しんで下さるのを念じな
がら福祉会館を訪れております。 （渡辺　昌）

３月５日小俣町で南勢志摩ボランティア交流会が開催
されました。
200名近くのボランティアが各地から集まり各町の活
動を話し合ったり、普
段の活動に活かせるよ
うなレクリエーション
の講習を受けました。
今後も楽しく長続きで
きるボランティア活動を
目指し「頑張ろう」と決
意を新たにしました。

一緒に楽しんだり、悩んだり、考えたりしてくれる
皇学館大学ボランティアグループ「たんぽぽの会」。
たくさんの元気を運んできてくれます。
学生の旅行の感想より
・車椅子の仲間を入浴させる時、男子学生４人がヒィ
ヒィ言いながらしていることを毎日している母親のす
ごさを感じた　　　　　　　　　　　　　　（かわち）
・笑顔を振りまくことは簡単だし、作り笑顔は誰にで
もできる。温かい気持ちを持っていれば、厳しく接す
ることがあっても、本当のやさしさは伝わるのだと感
じた。 （むらかみ）
・（たんぽぽの間で）噂通りに楽しい人達。仲間のす
ることに全て手を出すと、仲間の持っている力のじゃ
まになるし、どこまで手を出したらいいのかわからな
かった。でも、何も考えずに全てに手をかす方が、体

力的にはき
ついかもし
れ な い け
ど、実は楽
かもしれな
いと気づい
た。（みき）

白浜温泉アドベンチャーワールドにて
夢工房のなかまと一緒に（9/7～8）

南勢志摩ボランティア交流会

団体紹介コーナー

―みやび会―
みやび会（代表須川雅氏）は、毎月第４土曜日に調
理研修をし、年３回障害者へ調理実習を行っている団
体です
障害者へのボランティア協力、自分たちの自己研修、
痴呆防止を目的に、高齢者８名で構成され、 平成８
年から活動に取り組んでいます。
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ボランティアに関するお問い合わせ

社会福祉法人　玉城町社会福祉協議会
玉城町ボランティアセンター

住所：〒519-0433 玉城町勝田4876番地１
玉城町保健福祉会館内

Tel：0596-58-6915 Fax：0596-58-6916
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■ボランティアセンター付近図

平成11年度ボランティアセンターの取り組み

三三三三重重重重県県県県ボボボボラララランンンンテテテティィィィアアアア基基基基金金金金かかかからららら助助助助成成成成金金金金交交交交付付付付

平成11年度の三重県ボランティア基金団体助成が決定
されました。ボランティア活動に必要な経費が助成され
る制度でボランティアセンターにボランティア団体とし
て登録されていることが条件です。
今年は４団体が申請し、次の３団体に交付されました。

玉城おはなしキャラバン 24,000円
玉城「虹の会」 29,000円
玉城たんぽぽ 23,000円

★ボランティア募集★
あなたもボランティアに参加しませんか？

すでに活躍されている方、グループさん、また、

これからやってみようと思われる方、ボランティ

アセンターに登録しませんか？

他に、ボランティアへの支援、相談援助など行っています。

町内の小中学校へ通う障害児と健常
な小学生との交流を中心にボランティア
が支え子ども達にボランティアの心を
育んでもらおうと発足して３年目にな
りました。
今回は玉城町ボランティアグループ間
の交流会と共催し約65名が深閑とした
内宮を訪れ、お参りをしてから宇治橋
を渡っておはらい町へ繰り出しました。
久し振りに訪れた神宮での厳かな空

気、おはらい町でのショッピングにと、
障害を持った仲間とボランティアが一
体となり和やかに過ごせた一日でした。

はっぴぃサークル
＆

ボランティア交流会
――春色の伊勢神宮へ――

手話講座
中級講座 ４月～９月までの計12回 30名参加

初期講座 10月～３月までの計12回 31名参加

介護教室 在宅介護の基礎知識
8/20 30名参加

11/13 28名参加

災害ボランティア教室
飯盒炊さん・仮設テント作り・仲間作り

9/15 20名参加

学童ボランティア育成
小学生高齢者疑似体験 8/24 61名参加

中学生デイサービス体験 8/3・4 計15名参加

はっぴぃサークル活動 障害児と健常児の交流事業　年３回 延べ220名参加

ボランティア交流会 ボランティア団体間との交流事業　3/20 50名参加

夏休み
体験教室

3
20


